
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要

春
日
版
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第
二
号
（
平
成
却
年
）

「
五
部
大
乗
経
」

本
文
と
底
本
選
択
理
由

佐

々
木

勇



春
日
版

「
五
部
大
乗
経
」

本
文
と
底
本
選
択
理
由

本
稿
の
目
的

本
稿
の
筆
者
は
、
鎌
倉
後
期
に
開
版
さ
れ
た
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
底
本
に
つ
い

て
、
次
の
こ
と
を
述
べ
た
。

『
大
方
等
大
集
経
』
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
『
大
般
浬
繋
経

後
分
』
！
底
本
は
思
渓
版
。

『
大
般
浬
繋
経
』

l
底
本
は
東
禅
寺
版
補
刻
本
。

た
だ
し
、
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
は
、
日
本
伝
来
の
古
写
経
系
本
丈
を
も
取
り

入
れ
て
い
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

A 

鎌
倉
後
期
間
版
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
が
単
な
る
宋
版
の
覆
刻
で
は
な
く
、
古

写
経
系
本
文
を
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
一
不
す
こ
と
。

B 

春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
底
本
選
択
理
由
を
考
察
す
る
こ
と
。

佐

木

勇

々

本
稿
の
研
究
方
法
と
対
象
資
料

研
究
方
法

本
稿
の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
、
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
と
宋
版
お
よ
び
古
写
経
の

( 83 ) 

経
本
文
と
を
比
較
す
る
外
な
い
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
春
日
版
が
思
渓
版
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
別
稿
（
註
（
l
）
）
で

明
ら
か
に
し
た
『
大
方
等
大
集
経
』
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
『
大

般
浬
般
市
経
後
分
』
に
つ
い
て
、
春
日
版
と
底
本
の
思
渓
版
お
よ
び
古
写
経
と
を
本
文
比
較

す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
春
日
版
本
文
が
思
渓
版
と
一
致
せ
ず
古
写
経
と
一
致
す
る
箇
所

が
有
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

次
に
、
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
が
東
禅
寺
版
を
底
本
と
す
る
『
大
般
浬
繋
経
』
に
つ

い
て
、
春
日
版
と
底
本
の
東
禅
寺
版
・
思
渓
版
お
よ
び
古
写
経
と
を
比
較
す
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
対
照
か
ら
知
ら
れ
た
こ
と
を
基
に
、
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の

底
本
選
択
理
由
を
考
察
す
る
。



2 

対
象
資
料

本
稿
の
対
象
資
料
は
、
次
の
鎌
倉
後
期
間
版
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
二
部
と
宋
版
一

切
経
諸
本
お
よ
び
古
写
経
で
あ
る
。
対
象
と
し
た
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
に
つ
い
て
の

法
ヤ

mmキ
ta

、

－一三口。剛山作

p
b
v

別
稿
（
註
（
1
）
）
を
参
照
願
い
た
い
。

①
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
｜
愛
媛
県
砥
部
市
光
明
寺
蔵
本
・
滋
賀
県
北
小
松
樹
下
神
社

蔵
本
。

②
宋
版
一
切
経

東
禅
寺
版
醍
醐
寺
蔵
本
。
東
禅
寺
版
補
刻
本
書
陵
部
蔵
本
。
開
元
寺
版
知
恩
院

蔵
本
・
書
陵
部
蔵
本
。
思
渓
版
l
増
上
寺
蔵
本
・
岩
屋
寺
蔵
本
・
長
瀧
寺
蔵
本
。

③
古
写
経

聖
語
蔵
本
『
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵

カ
ラ
l
デ
ジ
タ
ル

聖
語
蔵
』
経
巻

版
』
（
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
）
。
七
寺
蔵
本
｜
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
古
写
経
研
究
所
蔵

カ
ラ

i
写
真
。
金
剛
寺
蔵
本
（
向
上
）
。
そ
の
他
、
博
物
館
・
図
書
館
等
刊
行
目
録
・

図
録
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
に
お
け
る
公
開
画
像
。

右
の
資
料
調
査
の
た
め
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
・
愛
媛
県
歴

史
文
化
博
物
館
・
樹
下
神
社
（
滋
賀
県
大
津
市
北
小
松
）
・
醍
醐
寺
・
知
思
院
・
増
上
寺
・

大
正
蔵

所
在

春
日
版
本
文

／
 

以
大
神
通

説
頒
日

修
集
於
念
心

増
長
諸
益
口
法

護
善
守
門
者

其
徳
大
智
光

能
利
益
天
人

聖
語
蔵
本
本
文

七
寺
蔵
本
本
文

菩

薩

品

之

二

以
大
神
通

説
領
日

修
集
於
念
心

増
長
諸
善
法

護
善
守
門
者

其
徳
大
智
光

能
利
益
天
人

occc問
。
。
・
菩
薩
品
第
二
之
一
一

C
O
S
E
C
－
以
大
神
通
光

。。。。
σ口
－
説
偽
言

。c
S
E∞
等
一
修
習
於
念
心

coo－
σ
N
H
・
増
長
於
善
法

o
c
S
σ
N
N
・
猶
善
守
門
者

。cccnON
一
具
得
大
知
日
光

coo
－己
N
一
能
利
益
人
天

岩
屋
寺
・
長
瀧
寺
・
書
陵
部
御
当
局
に
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
あ

げ
る
。

春
日
版
・
思
渓
版
と
古
写
経

ま
ず
、
本
文
を
思
渓
版
に
依
拠
し
て
い
る
『
大
方
等
大
集
経
』
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』

『
大
般
浬
繋
経
後
八
刀
』
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
つ
い
て
、
古
写
経
本
文
と
比
較
す
る
。

『
大
方
等
大
集
経
』

『
大
方
等
大
集
経
』
巻
第
二
に
つ
い
て
、
底
本
の
思
渓
版
、
お
よ
び
聖
語
蔵
本
神
護
景

雲
経
・
七
寺
蔵
古
写
経
と
の
本
文
対
照
結
果
を
表
覧
す
る
。
本
文
所
在
を
、
便
宜
上
、
大

正
新
修
大
蔵
経
の
所
在
で
最
上
段
に
示
し
、
春
日
版
本
文
を
置
い
た
。
そ
の
下
に
、
春
日

( 84 ) 

版
本
文
と
異
な
る
字
に
傍
線
を
引
き
、
諸
本
本
文
を
一
記
す
。
同
じ
場
合
は
（
同
）
、
対
応

本
文
が
存
し
な
い
場
合
は
／
、
欠
巻
の
場
合
は
（
欠
）
と
す
る
。
同
一
の
対
応
が
複
数
存

す
る
場
合
は
、
所
在
に
「
等
」
を
付
し
て
重
出
を
避
け
た
。
改
行
位
置
の
み
の
相
違
は
省

略
し
、
単
一
本
の
誤
刻
・
誤
写
と
判
断
さ
れ
る
例
は
、
注
に
掲
げ
た
）
。

思
渓
版
本
文

（同）（同）
（同）（同）（同）（同）（同）（同）



cccc己
N
一
令
断
有
漏
法

。
g＠
門
店
・
不
論
矯
無
矯

c
c
g
n
H品
・
寂
静
光
無
擬

8
3
n
H
0・
若
有
大
乗
定

。。
s
n
N
C一
我
説
無
量
光

g
H
O白
CH
等
一
即
得
此
諸
光

。
。
呂
田
円
。
一
悲
心
悲
因
縁

①

8

5足
。
一
如
是
邪
見

g
H
E
E
一
修
習
七
財

0
2
Z
N
F
衆
生
捨
愛
着

。
2
H
S
N一
名
四
顛
倒

。
。
戸
門
戸
。
一
菩
提
清
伊
寂
静

②

CCH

－nHU
一
矯
客
煩
悩

③

OCH

－nNN
等
一
無
想
無
縁

OCH

－nN品
・
無
取
著

④
。
。
ロ
色
丹
是
名
無
想
無
縁

。
。
む
ち
ω
一
不
愛
現
在

g
H
N色
。
一
是
名
無
身

g
H
N白
Nω
等
一
不
可
以
身
得

。
E
N品
。
一
心
知
幻

g
H
N
E
H
・
不
可
説
空

g
H
N
E∞
一
了
知
意
之
翼
賓

0
2
N
E
ω
一
無
住
慮

g
H
N
E
W
色
受
想
行

。
O
H
N
E∞
一
菩
提
亦
無

8
5
σ
N
N
一
是
一
如

。
C
H
N
E
W
無
名
字
故
名
之
震
空

8
5
5品
一
／

0
0
5
5。
一
／

0
2
N
E叶
一
無
言
無
説
故

02NnHH
一
無
所
繋
属

CCHNnH9
是
菩
提

念
断
有
漏
法

不
謬
矯
無
矯

寂
静
光
元
闇

若
惰
大
乗
定

悌
説
元
量
光

即
得
是
諸
光

悲
心
悲
心
因
縁

（
同
）

具
惰
七
財

衆
生
捨
貧
着

名

四

倒

菩
提
浮
以
寂
静
故

（
同
）

（
同
）

元
取
元
著

（
同
）

不
受
現
在

名
矯
元
身

不

以

身

得

心
如
幻
故

不
可
説
虚

知

意

虞

賓

無
住
慮
、
心

色
受
想
行
識

菩
提
亦
爾

是
一
智
／
 

無
名
字
故
名
之
矯
空

若
無
諸
法

無

言

説

故

無
所
継
属

是
菩
提
如
菩
提

念
断
有
漏
法

不
謬
震
無
矯

寂
静
光
元
闘

若
惰
大
乗
定

僻
説
無
量
光

即
得
是
諸
光

悲
心
悲
心
因
縁

（
同
）

惰
具
七
財

衆
生
捨
食
著

名

四

住

菩
提
瀞
以
寂
静
故

（
同
）

無
相
無
縁

元
取
元
著

是
名
無
相
無
縁

不
受
現
在

名
鴬
元
身

不

以

身

得

心
如
幻
故

不
可
説
虚

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（同）
（同）
（同）
（向）
（同）
（同）
（同）
如
是
所
見

（同）
（同）
（同）
（同）
矯
欲
煩
悩

無
想
（同）
是

名

無

縁

（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
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0
2
N
門
戸
叶
等
一
是
名
法
流
布

8
5己
∞
一
如
来
莫
賓

0
2
N
n
N
O
一
不
生
不
滅

。OH
N
n
N
O
一
不
生
不
滅

。。巳円
N
叶
一
等
・
住
外
者
語
相

⑤

0
0
5巳
N
一
無
衆
生
義

。。広田
N
H
・
無
漏
無
取

。CH
ω

忠
吋
一
名
震
寂
静

。05
σ
C品
一
矯
寂
静
光
明

。。
z
g∞
一
遠
煩
悩

8
5
5？
己
調
一
切
魔

。。円台。
ω
一
無
量
功
徳
善
男
子

名
法
流
布

虞
賓

不
生
不
出

不

生

滅

作
外
者
所
調
想

（
同
）元
取

名

寂

静

寂

之
寂
静
光
明

遠
離
煩
悩

以
調
一
切
魔

無
量
功
徳

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

（
欠
）

春
日
版
と
聖
語
蔵
・
七
寺
蔵
古
写
経
と
で
は
、
本
文
の
開
始
・
終
了
位
置
・
行
詰
め
・
改

行
位
置
が
大
き
く
異
な
お
（
改
行
位
置
の
相
違
は
、
別
稿
（
註
（
1
）
）
に
記
し
た
た
め
、
右
表

で
は
省
略
し
て
い
る
）
。

し
か
し
、
右
表
①
1
⑤
は
、
春
日
版
本
文
が
、
思
渓
版
は
じ
め
宋
版
諸
本
本
文
と
合
わ

ず
、
聖
語
蔵
本
ま
た
は
七
寺
蔵
本
本
文
と
一
致
す
る
。

①
は
、
宋
版
思
渓
版
・
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
い
ず
れ
に
も
「
所
見
」
と
あ
り
、
春
日

版
「
邪
見
」
は
誤
刻
か
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
写
経
二
本
は
、
当
該
箇
所
を
「
邪

見
」
と
す
る
。
春
日
版
本
文
は
、
こ
れ
に
一
致
す
る
。
②
「
鴬
客
」
も
、
同
様
で
あ
る

（
宋
版
諸
本
「
矯
欲
」
古
写
経
「
鴬
客
」
）
。

ま
た
、
③
④
で
は
、
宋
版
諸
本
に
見
ら
れ
な
い
「
無
想
」
が
春
日
版
に
追
加
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
二
字
も
、
古
写
経
当
該
箇
所
に
は
存
す
れ
。
③
で
は
、
春
日
版
は
「
無
想
」
の

二
字
を
追
加
す
る
た
め
、
前
行
と
当
行
と
を
十
八
字
に
し
て
い
る
（
下
写
真
）
。

（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
無
衆
生

（同）
（同）
（同）
（同）
（同）
（同）↑

釆
数
今
月
ミ
ヲ
知
故
是
名
一
小
捨
一
弥
一
劃

一

大

悲

演

説

正

法

為

ふ

1

泉

（

夫
善
殺
者
保
知
想
無
線
一
宮

光
明
寺
蔵
春
日
版
『
大
集
経
』

巻
第
二
第
7
板
に
依
る
・
三
行
目
全
＋
八
字
最
下
「
無
想
無
縁
」



巻
第
五

1
第
七
に
つ
い
て
も
、
春
日
版
と
古
写
経
お
よ
び
思
渓
版
経
本
文
と
を
対
照
し
、

同
様
の
結
果
を
得
た
。
対
照
表
の
掲
出
は
省
略
し
、
巻
第
五
に
お
け
る
類
例
を
左
に
掲
げ

る

法
護
法
的
別
法
無
縫

ロ
法
意
義
護
摩
諦
龍
一

名
法
語
法
者
五
衰
え

一
父
母
／
和
尚
者
護
者
保

不
堂
義
志
一
五
一

以
上
の
具
体
例
か
ら
、
春
日
版
は
、
思
渓
版
を
基
に
版
下
を
作
っ
た
後
、
聖
語
蔵
本
・

七
寺
蔵
本
な
ど
と
し
て
今
に
伝
わ
る
、
日
本
伝
承
経
本
文
と
対
校
し
刻
板
を
修
訂
し
て
い

る
、
と
判
断
さ
れ
る
。

2 

『
大
般
浬
繋
経
後
分
』

『
大
般
浬
繋
経
後
分
』
巻
上
本
文
は
思
渓
版
と
全
同
で
あ
る
こ
と
を
、
別
稿
（
註
（
l
））

’

」

寸

H

U

J

，
－
o

l
一一一一口
1
しア

左
に
、
聖
語
蔵
神
護
景
雲
経
・
甲
種
写
経
と
も
に
残
存
す
る
『
大
般
浬
繋
経
後
分
』
巻

の
本
文
を
掲
げ
る
。 春
日
版
と
思
渓
版
と
の
本
文
が
異
な
る
箇
所
に
限
定
し
て
、
聖
語
蔵
二
本

下
に
つ
い
て
、

所
在

春
日
版

著
新
星
上

一
切
茶
見
火
不
然

一
切
天
人

音
築
弦
歌

仰
於
大
般
浬
繋
中

思
渓
版

神
護
景
雲
経

著
於
盤
上

一
切
茶
毘
火
不
然

一
切
天
人

音
楽
弦
歌

偽
於
大
般
浬
壌
中

①

S
S回
目
】
著
新
監
上

②

0
2
0
E∞
一
切
茶
毘
火
不
燃

③

C
C
C
叶
門
戸
。
一
切
大
人

④

S
O∞
門
店
等
音
楽
絞
歌

⑤

c
s
c
E日
・
備
於
大
般
浬
繋
内

甲
種
写
経
協

5
8

（
同
）

（
同
）

一
切
天
人

音
築
弦
歌

例
於
大
般
浬
繋
中

( 87 ) 

右
①
②
は
、
春
日
版
が
古
写
経
系
本
文
を
取
り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

③
は
春
日
版
の
誤
刻
、
④
⑤
は
春
日
版
の
改
変
で
あ
ろ
う
。

3 

『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』

ま
ず
、
春
日
版
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
一
を
思
渓
版
と
比
較
し
て
異
な
る
字
句

を
抜
き
出
し
、
聖
語
蔵
陪
唐
経
の
当
該
箇
所
本
文
を
記
す
）
O

所
在

欲
以
一
食

春
日
版

思
渓
版

空
無
相
無
得

一

切

種

知

天
眼
肉
眼

並
日
昭
…

⑤④③②①  
CコCコCコCコ0
~ N N N N 
p。t、コト4 ト4

~ ~宰 w ;;;1 
2-'1 ＆：~広

告書同等生
皐照眼ー無
般者天伺相
若 眼雇無
波 智作
害 知旦

欲
以

食

聖
語
蔵
陪
唐
経

2
8

同同同同

欲
以
一
食



春
日
版
と
思
渓
版
と
が
異
な
る
の
は
、
巻
第
一
全
体
で
右
の
五
箇
所
に
過
ぎ
な
い
。
そ

の
内
、
①
1
④
は
、
聖
語
蔵
陪
唐
経
の
本
文
と
一
致
す
る
。
残
る
⑤
は
、
前
後
に
見
ら
れ

る
「
嘗
皐
般
若
波
羅
蜜
」
の
一
句
七
字
を
春
日
版
が
挿
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
一
本
文

の
写
経
を
参
照
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
春
日
版
制
作
者
の
判
断
で
後
補
し
た
も
の
で
あ
ろ

つ
4 

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』

春
日
版
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
（
古
華
厳
）
は
、
分
巻
法
・
分
函
法
と
も
思
渓
版
に
一

致
し
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
は
異
な
る
こ
と
を
別
稿
（
註
（
1
）
）
で
指
摘
し
た
。
古

写
経
の
分
巻
・
分
函
法
は
、
「
六
十
華
厳
」
と
通
称
さ
れ
る
と
お
り
、
五
十
巻
に
仕
立
て

る
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
は
異
な
り
、
春
日
版
・
思
渓
版
に
等
し
い
。

経
本
文
も
、
春
日
版
と
思
渓
版
と
は
極
め
て
よ
く
一
致
す
る
。

し
か
し
、
春
日
版
は
、
思
渓
版
に
は
見
ら
れ
な
い
品
名
を
加
筆
し
て
い
る
。
そ
の
、
思

渓
版
に
は
無
く
春
日
版
に
存
す
る
品
名
は
、
古
写
経
の
品
名
と
一
致
す
る
。
具
体
的
に
は
、

思
渓
版
に
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
春
日
版
に
彫
ら
れ
て
い
る
、
巻
第
二
の
品
名
「
世
間
津

眼
品
下
」
、
巻
第
四
の
「
慮
合
那
備
品
」
は
、
聖
語
蔵
神
護
景
雲
経
や
七
寺
蔵
本
・
金
剛

寺
蔵
本
の
古
写
経
に
は
写
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
春
日
版
は
、
こ
れ
ら
の
品
名
を
古
写
経
か
ら
採
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

5 

春
日
版
・
思
渓
版
お
よ
び
古
写
経
の
本
文

以
上
、
『
大
方
等
大
集
経
』
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
『
大
般
浬
繋
経
後
分
』
『
摩
詞
般
若
波

羅
蜜
経
』
に
つ
い
て
、
鎌
倉
後
期
春
日
版
・
思
渓
版
お
よ
び
古
写
経
本
文
を
比
較
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

春
日
版
『
大
方
等
大
集
経
』
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
『
大
般
浬
繋
経
後
八
刀
』
『
摩
詞
般

若
波
羅
蜜
経
』
本
文
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
で
は
な
く
、
思
渓
版
に
よ
く
一
致
す

る
11 

思
渓
版
と
異
な
る
春
日
版
本
文
は
、
古
写
経
本
文
と
一
致
す
る
。

l
 
l
 
l
 

春
日
版
は
、
思
渓
版
を
基
と
し
た
本
文
を
、
古
写
経
に
よ
っ
て
修
正
し
て
い
る
。
品

名
も
、
古
写
経
か
ら
採
っ
て
い
る
。

春
日
版
・
東
禅
寺
版
と
古
写
経

春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
は
、
『
大
般
浬
繋
経
』
の
み
東
禅
寺
版
補
刻
本
に
依
っ
て
い

る
こ
と
が
、
刻
記
と
本
文
比
較
と
に
よ
る
別
稿
（
註
（
l
）
）
の
検
討
か
ら
判
明
し
て
い
る
。

日

δ
口
δ

春
日
版
が
『
大
般
浬
繋
経
』
に
限
り
東
禅
寺
版
を
底
本
に
し
た
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う

か
春
日
版
が
『
大
集
経
』
等
の
底
本
と
し
て
思
渓
版
を
選
ん
だ
の
は
、
思
渓
版
が
日
本
伝

来
古
写
経
に
近
い
本
文
で
あ
っ
た
た
め
、
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
こ
ま
で
の
考
察
が
妥
当
で

あ
れ
ば
、
春
日
版
が
東
禅
寺
版
補
刻
本
を
採
用
し
た
曇
無
識
訳
『
大
般
浬
繋
経
』
は
、
思

渓
版
よ
り
東
禅
寺
版
の
方
が
古
写
経
系
本
文
に
近
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
を
以

下
に
確
認
す
る
。

『
大
般
浬
繋
経
』
本
文
に
お
け
る
春
日
版
と
東
禅
寺
版
・
思
渓
版
お
よ
び
古
写
経

こ
こ
で
は
、
金
剛
寺
本
が
首
欠
な
が
ら
巻
尾
ま
で
残
る
巻
第
八
に
つ
い
て
、
春
日
版
と

東
禅
寺
版
補
刻
本
・
金
剛
寺
本
・
思
渓
版
と
の
本
文
異
同
を
示
す
（
明
ら
か
な
誤
写
は
、
掲

出
を
省
略
す
る
）
。



所
在

春
日
版

①
C

白

E
口
甜
味

。注目
σ自
若
言
乳
中

②

E
H
H
E
∞
・
妙
薬
天
王

。
山
口
門
戸
同
一
法
身
猶
如
雷

③
室
戸
門
戸
。
・
所
不
能
報

E
H
H
己
吋
一
如
汝
所
歎

i
o
A
H
H
己
∞
一
是
悌
性
者
云

。品目
H
n
N
H
・
金
箆
決
其
眼
膜

2
5白
C
U
E

遠
路
膜
臨

n
H
C
A
H
N
由
。
？
渇
一
過
遍
行

④
E
H
N
色
。
一
見
白
鶴

。品目
N
回
日
目
一
無
量
百
千
由
旬

…m
E

H

N
巳
N
一
大
舶
楼
櫓

。品目
N
巳ω
・
必
定
之
心

－
W
C
A
H
N
巳
印
一
極
軟
弱

⑤

v
E
H
N
即
日
∞
一
電
光
暫
溌

⑥
E
H
N白
N
0
・
難
生
牛
相

⑦

2
5白
N

吋
一
等
一
久
視

．U
C

品目
N
σ
C
∞
微
細
難
見

東
禅
寺
版
補
刻
本

金
剛
寺
蔵
本
（
北
本
）

（（（電（（（（（（（（（（（（（
（（

同同同明｜同同同同同同同同同同同同同同同
）））暫）））））））））））））

））

麓

甘
味
酪
若
言
乳
中

妙
薬
大
王

法
身
相
猶
如
雷

所
不
能
服

如
汝
所
嘆

（
同
）

金
禅
決
其
眼
膜

遠
路
隊
龍

（
同
）

是
（
［
朱
］
見
）
白
鶴

無
量
百
千
万
由
句

（
同
）

畢
定
之
心

（
同
）

電
明
暫
麓

難
生
牛
想

久
観
微
細
難
見
（
［
朱
］
知
）

予
想
に
反
し
、
本
経
で
は
、
思
渓
版
よ
り
も
東
禅
寺
版
補
刻
本
が
古
写
経
本
文
に
近
い

と
は
ニ
ニ
守
え
な
い
。
①
1
⑦
は
思
渓
版
と
金
剛
寺
写
本
と
が
同
一
、

i
l
．m
は
東
禅
寺
版
と

思
渓
版
と
は
、

大
差
が
無
い
。

金
剛
寺
写
本
と
が
同
じ
で
あ
る
。
古
写
経
本
文
と
の
近
さ
の
点
で
、
東
禅
寺
版
補
刻
本
と

思
渓
版

甘
味
（
同
）

妙
薬
大
王

（
同
）

所
不
能
服

（
同
）
悌
性
者
云

（
同
）

（
同
）

渇
逼
偏
行

是
白
鶴

（
同
）

太
舶
棲
櫓

（
同
）

極
儒
弱

電
明
暫
殻

難
生
牛
想

久
観
微
細
難
矧

( 89 ) 

（
以
下
、
省
略
）

2 

『
大
般
浬
繋
経
』
品
名
に
お
け
る
春
日
版
と
東
禅
寺
版
・
思
渓
版

と
こ
ろ
が
、
『
大
般
浬
繋
経
』
は
、
東
禅
寺
版
と
思
渓
版
と
の
品
名
が
大
き
く
異
な
る
。

左
の
ご
と
く
で
あ
る
。



巻
第
一

巻
第
一

巻
第
二

巻
第
四

巻
第
五

巻
第
六

巻
第
七

巻
第
八

巻
第
九

巻
第
十

巻
第
十

巻
第
十
一

巻
第
十
二

巻
第
十
四

巻
第
十
五

巻
第
十
六

巻
第
十
七

巻
第
十
八

巻
第
十
九

巻
第
二
十

巻
第
二
十

巻
第
二
十

春
日
版

寿
命
品
第
一

寿
命
品
第
一
之
二

毒
命
品
第
一
之
三

金
剛
身
品
第
二

名
字
功
徳
品
第
三

如
来
性
品
第
四
之
一

如
来
性
品
第
四
之
二

如
来
性
品
第
四
之
三

知
来
性
品
第
四
之
四

如
来
性
品
第
四
之
五

如
来
性
品
第
四
之
六

知
来
性
品
第
四
之
七

一
切
大
衆
所
問
日
開
第
五

現
病
品
第
六

聖
行
品
第
七

聖
行
品
第
七
之

聖
行
品
之
三

聖
行
品
之
四

党
行
品
第
八

究
行
品
第
八
之
二

党
行
品
第
八
之
三

党
行
品
第
八
之
六

党
行
品
第
八
之
五

党
行
品
第
八
之
六

嬰
児
行
品
第
九

光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十

高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
二

東
禅
寺
版
補
刻
本

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
岡
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
岡
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

同同同同同同同同同

思
渓
版

寿
命
品
第
一
之
一

（
同
）

（
同
）

（
同
）
／
 

名
字
功
徳
品
第
三

如
来
性
品
第
四
之
一

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

一
切
大
衆
所
開
口
叩
第
五
之
一

一
切
大
衆
所
問
品
第
五
之
二

現
病
品
第
六

聖
行
品
第
七
之
一

（
同
）

聖
行
品
第
七
之
三

聖
行
品
第
七
之
因

究
行
品
第
八
之
一

党
行
品
第
八
之
二

（
同
）

（
同
）

党
行
品
第
八
之
四

（
同
）

（
同
）

（
同
）

光
明
偏
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
一

光
明
偏
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
二

( 90 ) 



巻
第
二
十
三

巻
第
二
十
四

巻
第
二
十
五

巻
第
二
十
六

巻
第
二
十
七

巻
第
二
十
八

巻
第
二
十
九

巻
第
三
十

巻
第
三
十
一

巻
第
三
十
二

巻
第
三
十
三

巻
第
三
十
四

巻
第
三
十
五

巻
第
三
十
六

巻
第
三
十
七

巻
第
三
十
八

巻
第
三
十
九

巻
第
四
十

高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
三

高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
四

高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
五

高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
六

師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
一

師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
二

師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
三

師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
四

師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
五

師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
六

師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
七

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
一

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
二

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
二

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
三

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
四

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
五

僑
陳
如
品
上
第
十
三

僑
陳
如
品
第
十
三
之
二

僑
陳
如
品
第
十
三
之
三

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
三

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

僑
陳
如
品

（
同
）

光
明
偏
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
三

光
明
偏
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
四

光
明
偏
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
五

光
明
偏
照
高
貴
徳
王
書
薩
品
第
十
之
六

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二

（
同
）

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
三

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
四

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
五

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
六

僑
陳
如
品
第
十
三
之
一

（
同
）

（
同
）

( 91 ) 

春
日
版
の
品
名
は
、
本
文
依
拠
本
で
あ
る
東
禅
寺
版
補
刻
本
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
、

3 

『
大
般
浬
繋
経
』
分
巻
・
品
名
に
お
け
る
古
写
経
と
東
禅
寺
版
・
思
渓
版

巻
第
三
十
五
は
春
日
版
の
誤
刻
、
巻
第
三
十
九
は
東
禅
寺
版
の
脱
字
を
春
日
版
が
補
っ
た

か
、
東
禅
寺
版
の
欠
損
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
古
写
経
『
大
般
浬
繋
経
』
（
北
本
）

の
分
巻
・
品
名
は
、
東
禅
寺
版
（
補
刻
本
）

に
近
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
北
涼
・
曇
無
識
訳
『
大
般
浬
繋
経
』
に
お
け
る
古
写
経
の
巻
首
品
名
を
掲
げ
的
。

こ
れ
に
対
し
思
渓
版
は
、
巻
第
三
・
四
、
巻
第
十
・
十
一
の
所
属
品
が
春
日
版
と
異
な

る
。
ま
た
、
巻
第
十
五
と
巻
第
十
六
と
に
「
党
行
品
第
八
之
ニ
」
を
重
出
す
る
な
ど
、
本

経
の
品
名
に
つ
い
て
、
思
渓
版
は
精
彩
を
欠
く
。

東
禅
寺
版
補
刻
本
お
よ
び
思
渓
版
の
巻
頭
品
名
も
再
掲
す
る
。



巻
第
一

巻

第

四

巻

第

五

巻

第

六

巻

第

七

巻
第
十
一

巻
第
十
一
一

巻

第

十

三

巻

第

十

四

巻

第

十

五

巻

第

十

六

巻

第

十

七

巻

第

十

八

巻

第

十

九

巻

第

二

十

巻
第
二
十
一

巻
第
二
十
二

巻
第
二
十
四

巻
第
二
十
七

巻
第
三
十

巻
第
三
十
一

巻
第
三
十
二

巻
第
三
十
四

巻
第
三
十
八

巻
第
三
十
九

巻
第
四
十

古
写
経

寿
命
品
第
一

名
字
功
徳
品
第
三

知
来
性
品
之
二

如
来
性
品
之
三

如
来
性
口
問
之
四

現
病
品
第
六

聖
行
品
之
二

聖
行
日
間
之
三

聖
行
口
聞
之
四

党
行
口
開
第
八

党
行
品
之
一
一

党
行
品
之
三
一

党
行
品
之
四

党
行
品
之
五

党
行
品
之
六

光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
口
叩
第
十

高
貴
徳
王
菩
薩
口
聞
之
二

光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
四

師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一

師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
四

師
子
肌
菩
薩
品
之
五

師
子
肌
菩
薩
品
之
六

迦
葉
菩
薩
品
之
二

迦
葉
菩
薩
品
之
五

僑
陳
如
品
之
二

僑
陳
如
品
之
三

東
禅
寺
版
補
刻
本

（同）
如
来
性
品
第
四
之
一

如
来
性
品
第
四
之
二

如
来
性
品
第
四
之
三

如
来
性
品
第
四
之
四

（同）
聖
行
品
第
七
之
二

（同）
（同）
（同）
党
行
品
第
八
之
二

党
行
品
第
八
之
三
一

党
行
品
第
八
之
六

先
行
品
第
八
之
五

党
行
品
第
八
之
六

（同）
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
二

高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
四

師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
一

（同）
師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
五

師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
六

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
二

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
之
五

惜
陳
如
品
第
十
三
之
一
一

僑
陳
如
品
第
十
三
之
三
一

右
の
通
り
、
東
禅
寺
版
（
補
刻
本
）
・
思
渓
版
と
も
、
古
写
経
と
分
巻
法
・
品
名
の
異

同
を
そ
れ
ぞ
れ
に
見
せ
る
。

思
J夫
版

寿
命
日
開
第
一
之
一

（同）
如
来
性
品
第
四
之
一
一

如
来
性
品
第
四
之
三

如
来
性
品
第
四
之
四

一
切
大
衆
所
関
口
聞
第
五
之
二

聖
行
品
第
七
之
二

聖
行
日
開
第
七
之
三

聖
行
品
第
七
之
四

聖
行
口
剛
第
七
之
二

党
行
品
第
八
之
二

党
行
品
第
八
之
三

党
行
品
第
八
之
因

究
行
品
第
八
之
五

党
行
品
第
八
之
六

光
明
編
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
一

光
明
偏
照
高
貴
徳
王
菩
薩
日
間
第
十
之
二

光
明
偏
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
四

師
子
肌
金
口
薩
品
第
十
一
之
一

（同）
師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
五

師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
六

迦
葉
書
薩
品
第
十
一
一
之
二

迦
葉
主
口
薩
品
第
十
二
之
六

僑
陳
如
品
第
十
一
二
之
二

僑
陳
如
品
第
十
三
之
三

( 92 ) 

し
か
し
、
古
写
経
と
東
禅
寺
版
と
の
相
違
は
、
東
禅
寺
版
が
品
名
の
通
番
を
付
し
た
た

め
の
異
同
が
大
部
分
で
あ
り
、
分
巻
に
か
か
わ
る
異
同
は
巻
第
四
の
み
で
あ
る
。



一
方
、
思
渓
版
は
、
そ
の
巻
第
四
を
「
名
字
功
徳
品
第
三
」
か
ら
始
め
る
点
は
古
写
経

と
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
巻
第
十
・
十
一
の
分
巻
法
と
巻
第
一
・
十
三

1
十
五
・
二
十

一
・
二
十
二
の
品
名
表
示
法
が
古
写
経
と
は
異
な
る
。

以
上
、
本
経
の
分
巻
・
品
名
表
示
法
で
は
、
思
渓
版
よ
り
も
、
東
禅
寺
版
（
補
刻
本
）

の
方
が
古
写
経
に
近
い
と
言
え
る
。

四

春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」

の
底
本
選
択
理
由

『
大
方
等
大
集
経
』
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
『
大
般
浬
繋
経
後
分
』
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜

経
』
の
経
本
文
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
よ
り
も
、
思
渓
版
が
古
写
経
に
近
か
っ
た
。

ま
た
、
『
大
般
浬
繋
経
』
（
北
本
）
に
お
け
る
分
巻
法
と
品
名
は
、
思
渓
版
よ
り
も
、
東

禅
寺
版
が
古
写
経
に
近
か
っ
た
。

そ
し
て
、
鎌
倉
後
期
間
版
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
は
、
『
大
方
等
大
集
経
』
『
大
方
広

仏
華
厳
経
』
『
大
般
浬
繋
経
後
分
』
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
は
思
渓
版
に
、
『
大
般
浬
繋

経
』
は
東
禅
寺
版
（
補
刻
本
）
本
文
に
依
拠
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
実
態
か
ら
判
断
し
て
、
春
日
版
は
、
古
写
経
の
分
巻
法
と
品
名
あ
る
い
は
経

本
文
に
近
い
か
否
か
に
よ
っ
て
底
本
の
宋
版
を
選
択
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

五

む
す
び

本
稿
の
目
的
は
、
次
の
二
点
で
あ
っ
た
。

A 

鎌
倉
後
期
間
版
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
が
単
な
る
宋
版
の
覆
刻
で
は
な
く
、
古

写
経
系
本
文
を
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
。

春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
底
本
選
択
理
由
を
考
察
す
る
こ
と
。

本
稿
の
検
討
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

B A 

春
日
版
は
、
宋
版
に
基
づ
い
て
製
版
し
た
後
、
古
写
経
と
の
本
文
校
合
作
業
を
経

て
、
古
写
経
本
文
と
一
致
す
る
字
句
に
補
訂
し
、
品
名
を
取
り
込
ん
で
い
る
。

B 

春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
は
、
『
大
方
等
大
集
経
』
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
『
摩
詞

般
若
波
羅
蜜
経
』
『
大
般
浬
般
市
経
後
分
』
に
つ
い
て
は
思
渓
版
が
、
『
大
般
浬
繋
経
』

に
つ
い
て
は
東
禅
寺
版
が
、
古
写
経
に
近
か
っ
た
た
め
に
底
本
と
し
て
選
ん
だ
。

本
稿
で
の
比
較
範
囲
に
限
れ
ば
、
宋
版
諸
本
中
、
思
渓
版
は
古
写
経
に
近
い
本
文
を
有

す
る
こ
と
が
多
い
。
尊
氏
願
経
・
北
野
社
一
切
経
な
ど
の
底
本
と
し
て
思
渓
版
が
選
ば
れ

た
）
の
も
、
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
奉
納
の
日
光
山
輪

王
寺
蔵
五
部
大
乗
経
も
、
思
渓
版
を
底
本
と
し
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
後
、
寛
永
十
四
年

（
一
六
三
七
）
開
版
天
海
版
の
主
た
る
底
本
と
も
さ
れ
た
。
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た
だ
し
、
宋
版
に
基
づ
く
書
写
・
刊
行
は
、
そ
の
宋
版
本
に
全
面
的
に
依
拠
す
る
と
い

う
姿
勢
で
は
な
か
っ
た
。

竹
生
嶋
賓
厳
寺
蔵
の
春
日
版
『
大
般
若
経
』
五
五

O
帖
は
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）

五
月
十
四
日
か
ら
南
都
山
階
寺
で
印
写
が
始
ま
り
、
同
六
月
一
日
よ
り
北
嶺
賓
瞳
院
東
実

坊
に
お
い
て
校
合
さ
れ
た
。
そ
の
校
合
に
は
、
北
尾
蓮
乗
坊
、
鞍
馬
寺
の
写
本
、
お
よ
び

宋
版
経
な
ど
を
用
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
春
日
版
『
大
般
若
経
』
を
書

写
経
に
よ
っ
て
校
合
す
る
こ
と
が
、
鎌
倉
中
期
1
後
期
の
恒
心
・
延
玄
・
圏
順
・
融
乗
へ

（時）

と
引
き
継
が
れ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
採
り
上
げ
た
鎌
倉
後
期
刊
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
場
合
も
、
古
写
経
に
近

い
か
否
か
で
底
本
が
決
定
さ
れ
、
本
文
彫
刻
後
の
校
合
に
古
写
経
を
用
い
た
、
と
考
え
ら



れ
た
。
板
を
彫
り
直
し
て
ま
で
追
加
・
訂
正
し
た
箇
所
の
本
文
は
、
重
要
な
本
文
異
同
箇

所
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

仏
教
諸
学
の
研
究
に
、
思
渓
版
を
初
め
と
す
る
宋
版
テ
キ
ス
ト
な
ら
び
に
日
本
伝
存
古

写
経
・
古
版
本
が
、

よ
り
一
層
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

言主

佐
々
木
勇
「
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
ご
刻
記

の
比
較
に
よ
る
検
討
l
L
（
『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
第
二
部
第
臼
号
、
二

O

一
五
年
十
二
月
）
、
同
「
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
二
）

本
文
の
比
較
に
よ
る
検
討
｜
」
（
向
上
紀
要
第
日
号
、
二

O
一
六
年
十
二
月
）
、
同
「
春
日
版

『
五
部
大
乗
経
』
の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
二
己
緯
音
の
比
較
に
よ
る
検
討
と
宋
版

と
の
相
違
点
」
（
向
上
紀
要
第
前
号
、
二

O
一
七
年
十
二
月
刊
行
予
定
）
0

そ
の
他
の
春
日
版
、
守
党
網
経
』
・
『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
・
『
仏
垂
般
浬
繋
略
説
教
誠
経
』
・

『
菩
薩
理
培
本
業
経
』
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
よ
り
は
思
渓
版
に
近
い
も
の
の
、
宋
版
一

切
経
に
依
拠
し
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
鎌
倉
時
代
後
期
彫
刻
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
に
お

い
て
も
、
伝
統
的
な
春
日
版
風
の
書
体
で
彫
ら
れ
た
吋
妙
法
蓮
華
経
』
・
『
無
量
義
経
』
・
『
観
普

賢
経
』
、
お
よ
び
疑
経
『
像
法
決
疑
経
』
と
と
も
に
、
底
本
推
定
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

な
お
、
大
屋
徳
城
『
寧
祭
刊
経
史
』
（
内
外
出
版
、
一
九
二
一
二
年
）
一
九
九
頁
、
同
「
春
日

板
離
造
孜
」
（
便
利
堂
、
一
九
四
O
年
）
、
川
瀬
一
馬
「
古
写
経
と
古
版
経
」
（
『
大
東
急
記
念
丈

庫
貴
重
書
解
題
仏
書
之
部
』
〈
大
東
急
記
念
文
庫
、
一
九
五
六
年
〉
所
収
）
、
同
「
樹
下
神

社
蔵
佐
々
木
崇
永
開
版
の
大
般
若
経
附
、
同
蔵
春
日
版
五
部
大
乗
経
ほ
か
」
（
『
か
が
み
』
第

二
十
号
、
一
九
七
六
年
三
月
）
に
従
い
、
春
日
版
と
し
た
。
同
版
「
五
部
大
乗
経
」
は
、
各
地

の
寺
社
・
丈
庫
・
博
物
館
等
に
現
存
し
て
い
る
。
か
り
に
春
日
版
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
宋

版
に
基
づ
き
つ
つ
古
写
本
本
文
を
取
り
込
ん
だ
日
本
版
本
が
広
く
刊
行
さ
れ
た
、
と
す
る
本
稿

の
趣
旨
に
変
更
は
な
い
。

光
明
寺
蔵
本
全
体
の
幸
一
日
誌
・
伝
来
等
に
つ
い
て
は
、
土
居
聡
朋
「
愛
媛
県
伊
予
郡
砥
部
町

（

1
）
 

（

2
）
 

光
明
土
寸
所
蔵
・
版
本
五
部
大
乗
経
に
つ
い
て
｜
元
版
覆
刻
和
版
五
部
大
乗
経
の
一
事
例
と
し
て

｜
」
（
『
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
十
二
号
、
三

O
O
七
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

な
お
、
こ
の
光
明
寺
蔵
本
は
、
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
土
居
聡
朋
氏

を
初
め
と
す
る
博
物
館
の
皆
様
に
閲
覧
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
光
明
土
寸
蔵
本
の
調
査

に
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
の
主
任
研
究
員
上
杉
智
英
氏
・
同
研
究
補
助
員
前
島
信
也
氏
、

な
ら
び
に
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
大
学
院
生
の
坂
水
貴
司
氏
の
助
力
を
得
た
。
ま
た
、

樹
下
神
社
蔵
本
の
巻
首
巻
末
写
真
、
を
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
の
井
上
優
氏
か
ら
御
貸
与
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
大
津
市
教
育
委
員
会
和
田
光
生
氏
の
ご
紹
介
に
よ
り
、
原
本
閲
覧
の
機
会
を
得

た
。
樹
下
神
社
の
平
野
修
保
宮
司
・
川
端
陽
太
郎
責
任
役
員
代
表
は
じ
め
役
員
の
皆
様
に
、
大

変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
る
。
こ
の
調
査
で
も
、
上
杉
氏
・
前
島
氏
、
例

教
大
学
非
常
勤
講
師
の
南
宏
信
氏
、
大
東
急
記
念
文
庫
の
村
木
敬
子
氏
、
比
治
山
大
学
常
勤
講

師
の
万
田
絵
美
子
氏
、
な
ら
び
に
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
大
学
院
生
の
申
知
日
絹
氏
・

坂
水
貴
司
氏
に
ご
助
力
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

（3
）
飯
田
剛
彦
「
聖
語
蔵
経
巻
「
神
護
景
雲
二
年
御
願
経
」
に
つ
い
て
」
（
『
正
倉
院
紀
要
』
第

担
号
、
二

O
一
二
年
三
月
）
に
お
け
る
紙
背
墨
書
・
写
経
所
文
書
の
研
究
か
ら
、
大
部
分
は
宝

亀
年
間
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
稿
で
は
、
通
称
に
従
い
、
「
神
護
景
雲
経
」
と

手
ぶ
。
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（4
）
無
｜
元
、
恵
｜
慧
、
惰
修
、
荘
庄
、
漸
意
、
軟
頼
夏
、
二
十
廿
、
二
一
十

品
川
、
然
燃
、
知
日
知
、
笑
咲
、
邪
｜
耶
、
喜
｜
裏
、
焔

i
炎
、
響
轡
な
ど
の
字
体
等
の

差
は
、
採
り
上
げ
な
い
。

（5
）
左
が
、
単
一
本
の
誤
刻
・
誤
写
と
判
断
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
こ
の
中
に
も
、
意
図
的
・
有

意
味
の
改
変
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
残
る
。

所
在

（
同
）

（
同
）

矯
利
益

春
日
版

聖
語
蔵
本

七
寺
蔵
本

思
渓
版

負
不
邪
法

六
者
心
解
法
光

掲
利
益

c
o
S白
日
印
一
不
矯
邪
法

。ccc白N
G
一
六
者
心
解
脱
法
光

C
O
S
E－
－
局
到
益

（
同
）

（
同
）

震
利
益



。。。。
σ昌
一
修
集
不
放
逸

g

g

E
吋
・
邪
法
不
能
動

C
O
S
E
C
－
震
衆
破
下
意

。。
g
n
C品
一
知
虞
賓
方
便

o
o
g
n
H∞
一
故
修
無
磁
智

。。呂田

0
2守
一
如
是
妄
見

。
0
5色
。
一
身
取
鯛
相

。
0
5品
目
一
悲
因
縁
故
宣
説

。。呂田
N
W
二
者
慢

8
5
5
H一
五
取
陰

C
O
H
O
S
H
－
菩
薩
修
悲

0
2
0
S吋
一
上
解
上
欲

020nNH一
諸
衆
生
憾
惰

020nN。
一
衆
生
繋
縛

。。口同
N
U
・
自
身
命
修

0
2
5
N∞
・
未
嘗
遠
離

g
H
H
n
O品
一
如
来
於
此
欲

。
。
戸
円
。
。
一
瀞
名
矯
内

。CHHnO
叶
一
何
以
故

。O
H
Nち
∞
一
是
名
無
性

gHN巳
∞
一
知
衆
生
界

。
。
呂
田
回
一
無
漏
無
取

8
5巴
吋
一
名
震
寂
静

8
5
S
F
無
量
呆

（

6）
 

（
同
）

（
同
）

矯
衆
破
下
志

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

（
同
）

一
者
慢

（
同
）

（
同
）

（
同
）

諸
衆
生
蝦
堕

衆
生
繋
属

（
同
）

（
同
）

如
来
於
此
而
欲

（
同
）

（
同
）

是
名
矯
元
性

（
同
）元
取

名

寂

静

寂

無
果
果

集
修
不
放
逸

邪
法
不
動
能

（
同
）

如
智
真
賓
便

故
惰
元
量
智

如
是
忘
見

身
取
締
想

悲
因
縁
宣
説

一
者
慢

五
緊
陰

菩
薩
修
集
悲

上
解
（
同
）

衆
生
繋
属

自
身
念
惰

未
常
遠
離

（
同
）

瀞

名

内

以
故

（
同
）

知
衆
生
／
 
／
 
／
 

（（（（（（（（（（衆（（（（ー（（（（（（（（

同同同同同同同同同同生同同同同者向同同同同同同同
））））繋））））慢））））））））

属

聖
語
蔵
本
は
首
欠
で
あ
り
な
が
ら
、
春
日
版
の
開
始
よ
り
前
に
二
十
三
行
の
本
文
を
持
ち
、

七
寺
蔵
本
に
は
先
に
二
四
八
行
が
有
る
。
ま
た
、
大
正
新
修
大
蔵
経
校
注
の
と
お
り
、

。O
H
S
C
ω
一
無
量
功
徳
で
聖
語
蔵
本
は
巻
第
二
を
終
え
て
い
る
。
七
寺
蔵
本
は
、
さ
ら
に
早
く
、

0
2
N
E伊
令
知
故
で
巻
第
二
が
終
わ
る
。
右
の
比
較
は
、
巻
第
二
中
の
同
一
本
文
部
分
に
お
い

て
行
な
っ
た
。

（

7）
 

聖
語
蔵
本
本
文
は
、
当
該
部
分
本
文
に
対
応
す
る
『
大
方
等
大
集
経
』
巻
第
六
が
残
存
し

な
い
た
め
、
確
認
で
き
な
い
。
七
寺
本
巻
第
六
該
当
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
是
名
説
義
」
「
令

衆
遠
離
」
で
あ
る
。

（8
）
巻
第
十
二
・
十
五
に
つ
い
て
も
対
照
し
、
同
様
の
結
果
を
得
た
。
紙
幅
の
関
係
で
、
対
照

結
果
の
掲
出
は
省
略
す
る
。

（9
）
春
日
版
は
こ
の
行
を
十
八
字
に
し
て
「
智
」
を
補
入
し
て
い
る
。
思
渓
版
は
、
こ
の
行
十

七
字
で
あ
る
。

（叩）

春
日
版
は
「
嘗
皐
般
若
波
羅
蜜
」
七
字
を
挿
入
す
る
た
め
、
六
行
か
け
て
文
字
数
を
調
整

し
て
い
る
。

（
日
）
春
日
版
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
二
「
0
8庁
。
舟
恭
敬
」
で
は
、
春
日
版
は
思
渓
版

「
敬
」
の
欠
筆
を
欠
筆
の
ま
ま
彫
っ
て
い
る
。
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
は
、
同
一
箇
所
を
欠
筆

に
し
な
い
。

（ロ）

主
に
、
『
石
山
寺
の
研
究
一
切
経
篇
』
（
法
蔵
館
、
一
九
七
八
年
）
、
『
石
山
寺
古
経
衆

英
』
（
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年
）
に
掲
載
の
平
安
初
期
・
中
期
・
院
政
期
写
本
の
内
題
に
依
る
。

ま
た
、
日
本
古
写
経
研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
文
化
庁
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
7

書

跡
・
上
巻
』
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）
、
『
京
都
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録
書
跡
編

日
本
』
（
同
朋
舎
、
一
九
八
三
一
年
）
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
参
照
し

た
。
な
お
、
比
較
的
多
く
の
巻
が
現
存
し
、
か
っ
、
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
古
写
経
で
あ
る

聖
語
蔵
甲
種
写
経
・
七
寺
蔵
本
は
、
大
部
分
が
宋
・
慧
巌
（
二
ヱ
ハ
二
一
｜
四
四
一
二
）
等
訳
南
本

『
大
般
浬
般
市
経
』
で
あ
る
た
め
、
表
に
は
採
っ
て
い
な
い
。

（
日
）
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
底
本
を
宋
版
と
し
な
か
っ
た
の
も
、
宋
版
諸
本
で
『
妙
法
蓮
華
経
』

を
全
七
巻
と
す
る
こ
と
が
、
全
八
巻
と
し
て
き
た
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
日
本
写
経
と
異
な
る
た
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め
で
あ
ろ
う
。

（
日
）
羽
田
聡
『
足
利
尊
氏
願
経
の
原
本
調
査
を
中
心
と
し
た
中
世
一
切
経
の
資
料
的
研
究
』

（一一

O
一
三
年
三
月
、
平
成
二
一
二
二
四
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
若
手
研
究
（
B
）
研
究

成
果
報
告
書
）
、
佐
々
木
勇
「
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
底
本
」
（
『
か
が
み
』
四
六
、
二
O
一

六
年
三
月
）
、
同
「
尊
氏
願
経
と
宋
版
一
切
経
思
渓
版
」
（
『
宮
口
ω開
口
冨
』
第
倒
号
、
二

O
一

五
年
十
二
月
）
、
白
井
信
義
「
北
野
社
一
切
経
と
経
王
堂
｜
一
切
経
会
と
万
部
経
会
｜
」
（
『
日



本
仏
教
』
三
、
一
九
五
八
年
三
月
）
、
参
照
。
な
お
、
北
本
『
大
般
浬
繋
経
』
の
底
本
と
し
て

東
禅
寺
版
を
採
用
す
る
点
は
、
尊
氏
願
経
も
同
様
で
あ
る
（
右
佐
々
木
論
文
、
参
照
）
。
意
図

的
な
底
本
選
択
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
有
る
。

（
日
）
千
田
孝
明
「
嘉
慶
二
年
日
光
山
新
宮
施
入
の
五
部
大
乗
経
（
輪
王
寺
蔵
）
に
つ
い
て
」

（
『
栃
木
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
四
号
、
一
九
八
七
年
三
月
）
掲
載
の
写
真
か
ら
、
本
稿
の

筆
者
が
判
断
し
た
。

（
日
）
野
沢
佳
美
「
天
海
版
大
蔵
経
の
底
本
に
関
す
る
諸
説
の
再
検
討
」
（
『
立
正
史
学
』
七
七
、

一
九
九
五
年
三
月
）
、
参
照
。

（
げ
）
高
橋
正
隆
『
大
般
若
経
の
流
布
』
（
善
慶
寺
、
一
九
九
五
年
）
六
回
頁
。

（
時
）
稲
城
信
子
「
鎌
倉
期
に
お
け
る
経
典
印
制
と
流
布
｜
春
日
版
大
般
若
経
を
中
心
に
｜
」

（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七
二
、
一
九
九
七
年
三
月
。
後
、
『
日
本
中
世
の
経
典

と
勧
進
』
〈
塙
書
房
、
二

O
O
五
年
〉
に
収
載
）
。

［
付
記
］
本
稿
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
平
成
幻
年
度
公
開
研
究
会
（
二

O
一
五
年
十

一
月
七
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
発
表
当
日
、
参
会
の
皆
様
か
ら
多
く
の
お
教

え
を
頂
い
た
。
ま
た
、
増
上
寺
な
ら
び
に
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
か
ら
、
画
像
公
開
の
御

許
可
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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The Original Text of the Kasuga Edition of the Gobu daijo kyo 

and the Reasons for Choosing a Copy-Text 

Isamu Sasaki 

This paper has two goals: 

A. To show that the Kasuga edition 1rl: B ~ of the Gobu daijo kyo llir~**Kf (hereafter 
K-Gdk), which basically reproduces the text of the Song edition *~ of the Buddhist 

Canon, also includes readings from old Japanese manuscripts. 

B. To examine the reasons for choosing the copy-texts for the K-Gdk. 

My research has led to the following conclusions: 

A. After the manufacturing of the wooden blocks of the K-Gdk on the basis of the 

Song edition, the editbrs emended the text by adopting readings which agree with the 
old Japanese manuscripts. Chapter titles were also included. 

B. The K-Gdk made use of the Sixi edition of the Song Canon *~}J!l,i~~ as the copy­

text for the following texts: the Dafangdeng dajijing *1f~*#effJ:, the Dafengguang 

Jo huayanjing *1IJ1;1.lJJJn*-£, the Mahe bore poluomijing ~~iiJtt::S:i!Ul~Kf, and the 
Da banniepanjing houfen *AA:i1E~Kf1~7J-. This is because the Sixi edition of the Song 
Canon was close to the readings of the old Japanese manuscripts. As far as the Da 

banniepan Jing *A~ilE~Kf is concerned, the K-Gdk editors adopted the Tozen-ji 
edition of the Song Canon *~J:ll-tlfi~~ as the copy-text. The reason was the same: the 
latter' s readings were close the old Japanese manuscripts. 

Those parts which were emended and/or added to the wooden blocks most likely 
represent important variant readings. 

I hope that further research on the Sixi edition and other Song editions of the Canon as 
well as on old Japanese manuscripts and incunables will bring a significant contribution 
to the study of Buddhism in its various aspects. 




